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概要 本書について iv
概要

はじめに Gentran:Server® for Windows® Extension for SAP® R/3™ をお買い上げいただきあ り
がと う ございます。 この リ リースは、 Gentran:Server for Windows リ リース  5.0 以
降と互換性があ り、 SAP R/3 3.x および 4.x の E ビジネス  ソ リ ューシ ョ ンの導入
を支援します。 電子商取引の ト ランザクシ ョ ンと  SAP アプリ ケーシ ョ ン  ソフ ト
ウェアとの間の受信および伝送を処理するスターリ ング コマース製のインタ
フェースです。

製品の概要 この製品は使いやすく、 電子商取引処理を円滑にして、 お客様のビジネスにす
ぐ役立つこ とができます。 Extension for SAP R/3 は、 アウ トバウンド  IDoc のス

テータス情報を SAP に渡し、 自動処理モードで IDoc を SAP に自動的に送信で

きるよ うにします。

SAP R/3 Extension 
と  SAP R/3 
Gateway の違い

Gentran:Server for Windows Extension for SAP R/3 では、 Gentran:Server システムと  
SAP システムとの間のコ ミ ュニケーシ ョ ンが可能です。 IDoc のステータス  コー

ドによ り、 自社の Gentran:Server システムから送信される  IDoc の ト ラ ッキング 
( ト ランスレーシ ョ ン、 インターチェンジ、 ト レーディング パートナーへの送

信、 および受信確認 ) が可能です。 したがって、 使用している  SAP システムに、

特定の IDoc のステータスに関するステータス  メ ッセージを送り返すこ とができ

ます。

SAP R/3 Gateway は Gentran:Server Options Pack からインス トールする別売りの製

品です。 SAP R/3 Gateway は、 Gentran:Server for Windows EAI Server 製品と一緒に

使用するこ とができます。 ゲート ウェイは、 SAP システムとの間で相互に IDoc 
を処理しますが、 SAP から  Gentran:Server に送信された IDoc のステータスは ト

ラ ッキングしません。 したがって、 使用している  SAP システムには特定の IDoc 
のステータスに関するステータス  メ ッセージが送り返されません。

Extension for SAP 
R/3 のインストール

参照
Extension for SAP R/3 のインス トールまたはアップグレードの詳細については 
『Installation and Upgrade Instructions Card』 を参照して ください。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月
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本書の内容

はじめに このマニュアルには、 Gentran:Server for Windows Extension for SAP R/3 のインス

トール手順が記載されています。 また、 エクステンシ ョ ンを正し く操作するた
めに必要な構成および管理に関する情報も記載されています。

目的 このマニュアルは、 次のマニュアルを補足する目的で書かれています。

◗ Gentran:Server for Windows 管理 ガイ ド

◗ Gentran:Server for Windows ユーザー ガイ ド

◗ Gentran:Server のオンライン ヘルプ システム

必要な知識 このマニュアルの前提知識と して、 次に関する知識が必要です。

◗ Microsoft® Windows オペレーティング システム

◗ 一般的な管理機能

◗ Windows および SAP の基本的な用語

◗ SAP 管理
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月
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サポート情報

はじめに スターリ ング コマース社では、 Gentran:Server ソフ ト ウェアに関する質問や問題

についてお答えするため、 熟練した製品サポート担当者によるサポート を提供
しています。

メモ
Gentran:Server のカスタマ サポートは、 スターリ ング コマース社以外の製品 
(SQL Server 、 Oracle など ) のサポートは行っていません。 ただし、他社の製品を  
Gentran:Server と併用できるよ うに構成するサポートは提供しています。

電話番号 ご利用になるサポート電話番号は、 『インス トール準備 カード』 を参照して くだ

さい。

サポートに連絡する
前に

迅速なサポート を提供するため、 以下の事項についてご協力をお願いします。

◗ まず、 発生した問題を再現してみて、 イベン トの正確な順序を記録して くだ
さい。

◗ 製品サポートへのお問い合わせの際には、 下記の情報をご用意ください。

情報 説明

ユーザー情報 会社名、 氏名、 電話番号および内線番号、 および
ケース番号 ( 以前に報告された問題を照会する場

合 )。

システム構成 Gentran:Server バージ ョ ン ( およびインス トールさ

れているサービス  パッ ク )、 プラ イマ リ  Gentran シ
ステム コン ト ローラおよび問題が発生しているす

べてのコンピュータの情報。 Windows オペレーティ

ング システムのバージ ョ ン、 搭載メモ リ、 有効

ディ スク容量、 データベース  バージ ョ ン、

Microsoft Data Access (MDAC) のバージ ョ ン、 およ

び Internet Explorer のバージ ョ ン。

ハード ウェア、 ソフ ト ウェア、 およびシステムの構
成に対して加えた最近の変更も記入して ください。

システム データ  ス ト ア どのコンピュータがシステム  データ  ス ト ア内に

フォルダを格納しているのか。

( 次のページへ続く )
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スターリング 
コマース社 
Support Web Site 
( 英語 ) へのアクセス

スターリ ング コマース社 Customer Support Web Site は Gentran:Server for Windows 
のサポートに関する以下の重要な情報が記載されています。

◗ サポート  サービスの範囲

◗ カスタマ サポート  ポ リシー

◗ 優先コール

◗ カスタマ サポートの電話番号一覧

◗ Support on Demand ケースの作成方法

◗ Support on Demand ケースのステータスの確認方法

◗ Support on Demand ケースへの情報追加の方法

Customer Support Web Site は常にアップデート されており、 スターリ ング コマー

ス製品のユーザーの皆様にご利用いただけます。 この Web サイ トには、 最新の

製品アップデート情報が記載されています。 製品情報に関する重要な情報源と
してご活用ください。

参照
Customer Support World Wide Web Site へのアクセス方法に関する情報については、
『インス トール準備 カード』 を参照して ください。

マニュアル Customer Support Web Site にはドキュ メン ト  ライブラ リがあ り、 Gentran:Server 
for Windows ドキュ メン ト  セッ トがすべて含まれています。 随時このライブラ リ

から製品マニュアルを  PDF フォーマッ トでダウンロードできます。

エラー メ ッセージ 表示されたエラー メ ッセージの正確な語句表現と

ソフ ト ウェアでのエラーが発生した時点、 およびロ
グ ファ イルも記録して ください。

試みた解決策 問題の解決を試みた際の手順とその結果の記録、 推
定される問題の発生回数と問題を再生するこ とがで
きるかど うかを報告して ください。

情報 説明
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概要 エクステンシ ョ ンの構成1 - 2
概要

はじめに Extension for SAP R/3 パッケージの一部である  Gentran:Server for Windows SAP 
Configuration プログラムでは、 このエクステンシ ョ ンをどのよ うに稼動するか

を指定できます。 このプログラムを起動するには、 [ スタート ] をク リ ッ ク し、

[ プログラム ] > [Gentran:Server] > [Gentran:Server for Windows SAP 
Configuration] を選択します。

Gentran:Server for 
Windows SAP 
Configuration の図

次の図に、 [Gentran:Server for Windows SAP Configuration] ダイアログ ボッ クス

を示します。

( 次のページへ続く )
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エクステンシ ョ ンの構成 概要 1 - 3
タブ 構成オプシ ョ ンは、 3 つのタブに分類され、 Extension for SAP R/3 のそれぞれ異

なる操作を管理します。 次の表で、 各タブについて説明します。

この章の各セクシ ョ ンでは、 各タブの内容について詳細に説明します。

ボタン [Gentran:Server for Windows SAP Configuration] ダイアログ ボッ クスの一番下に

は、 一連のボタンが並んでいます。 これらのボタンは、 すべてのタブから使用
するこ とができます。 次の表に、 これらのボタンをま とめます。

タブ名 指定する内容

Connection Parameters Extension for SAP R/3 から送信されたデータを

受信する、 特定の SAP システム。

General Extension for SAP R/3 で収集するステータス  
メ ッセージのタイプと、 SAP プログラム 
STARTRFC の場所。

System Extension for SAP R/3 で実際のト ランスレー

シ ョ ンを実行するネッ ト ワーク上のコン
ピュータ と、 エクステンシ ョ ンで使用する
データベース とデータベースへのアクセス情
報を含むテーブル。

ボタン 説明

OK 現在選択されているタブで選択した値を保存
し、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

Cancel ( キャンセル ) 現在選択されているタブで選択した値を保存
せずに、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

Apply ( 適用 ) 現在選択されているタブで選択した値を保存
します。 ダイアログ ボッ クスは開いたままに

な り ます。

Help ( ヘルプ ) 現在選択されているタブのオンライン  ヘルプ

が表示されます。
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[Connection Parameters] タブ エクステンシ ョ ンの構成1 - 4
[Connection Parameters] タブ

はじめに [Connection Parameters] タブでは、 Extension for SAP R/3 から送信されたデータ

を受信する  SAP システムを指定します。

一般的に、 Extension for SAP R/3 は複数の SAP システムと対話します。 たとえば

多くの場合、 テス ト  システム、 開発システム、 本番システムがあ り ます。 この

ため、 Extension for SAP R/3 からステータス  メ ッセージや EDI ドキュ メン ト を  
SAP に送信する場合、 どの SAP システムがこのデータを受信するかを指定する

必要があ り ます。 Extension for SAP R/3 にこの情報を設定するには、 [Connection 
Parameters] タブにある一連のボッ クスに値を指定します。 これらの値が一体と

なって特定の SAP システムを識別します。 これらの値は、 [Connection Name] を
識別子と し、 データベース  エン ト リ と して書き込まれます。

このタブの設定は、 Extension for SAP R/3 プログラム (sapint.exe) を、 ステータス

や EDI データを  SAP に送信する機能と と もに実行する際に使用されます。

sapint.exe プログラムのパラ メータ と して接続名 ([Connection Name] ボッ クスで

指定した、 特定の構成パラ メータのセッ トに対する識別子 ) を指定するこ とで、

ターゲッ トの SAP システムを指定します。 次に Extension for SAP R/3 プログラム

によって STARTRFC または ALECLIENT とい う  SAP が提供するプログラムが

呼び出され、 パラ メータに [Connection Parameters] タブの指定したグループの

値が使用されます。 STARTRFC ( または ALECLIENT) プログラムによって、 実

際のデータの転送が実行されます。

参照
sapint.exe プログラムとその機能については、 第 3 章の 「エクステンシ ョ ン プロ
グラムの関数」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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エクステンシ ョ ンの構成 [Connection Parameters] タブ 1 - 5
[Connection 
Parameters] の図

次に、 [Gentran:Server for Windows SAP Configuration] ダイアログ ボッ クスの 
[Connection Parameters] タブを示します。

( 次のページへ続く )
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[Connection Parameters] タブ エクステンシ ョ ンの構成1 - 6
[Connection 
Parameters] タブ

の各部と機能

次の表に、 [Connection Parameters] タブの各部分とその機能をまとめます。 ま

た、 該当するものについては例も併記してあ り ます。

ボックス名 操作内容 例

Program ID

(-a)

ALEServer に渡されたプログラム  ID を表示

します。

メモ
このパラ メータは、 ALE 転送モードが選択さ
れている場合にのみ使用できます。

<machine-
name>.
aleserver

SAP Version IDoc のバージ ョ ン番号を入力します。 3 または 4

SAP System ID

(-d)

SAP システムのシステム ID を入力します。

見つけ方
SM51 を使用します。 フ ィールドのアンダー
スコアで区切られた 2 番目の部分は、 SAP シ
ステム ID を示しています。

メモ
このボッ クスは、 ALE モードでは無効になっ
ています。

SSW

SAP Username

(-u)

SAP システムにアクセスするためのユーザー 
ID を入力します。

メモ
特殊 CPI-C ユーザーは必須ではあ り ません。

ED17

SAP User 
Password

(-p)

SAP システムにアクセスするためのユーザー 
パスワードを入力します。

メモ
[SAP User Password] ボッ クスに入力するパ
スワードは、 データベース  RFC テーブルに
コ ミ ッ トする前に暗号化されます。

STERLING

SAP System 
Client

(-c)

EDI_DC または EDI_DC40 コン ト ロール レ
コードの [MANDT] フ ィールドに含まれる  
SAP システム ク ラ イアン ト を入力します。

メモ
既定値は 000 です。 新しいレコードで規定値
がプロンプ ト されるこ とはあ り ません。

( 次のページへ続く )

040
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エクステンシ ョ ンの構成 [Connection Parameters] タブ 1 - 7
SAP System 
Language

(-l)

SAP ユーザー言語を入力します。

メモ
既定値は E ( 英語 ) です。新しいレコードで規
定値がプロンプ ト されるこ とはあ り ません。

E

SAP Application 
Server

(-h)

アプ リ ケーシ ョ ン サーバーを入力します。

見つけ方
SM51 を使用します。 フ ィールドのアンダー
スコアで区切られた最初の部分は、 アプリ
ケーシ ョ ン  サーバーを示しています。

メモ
このパラ メータでは大文字と小文字が区別さ
れます。 このパラ メータは [Load Balance] が
選択されていない場合にのみ使用できます。

hwll38

SAP Message 
Server

(-h)

ユーザーがログインする メ ッセージ サーバー

の名前を入力します。

メモ
このパラ メータでは大文字と小文字が区別さ
れます。 このパラ メータは [Load Balance] が
選択されている場合にのみ使用できます。

SAP System ID 
Number

(-s)

2 桁のシステム  ID 番号を入力します。

見つけ方
SM51 を使用します。 フ ィールドのアンダー
スコアで区切られた 3 番目の部分は、 システ
ム ID 番号を示しています。

メモ
このパラ メータは、 [Load Balance] が選択さ
れていない場合にのみ使用できます。

95

SAP System Name

(-s)

ユーザーがログインする  SAP システムの名

前を入力します。

メモ
このパラ メータは、 [Load Balance] が選択さ
れている場合にのみ使用できます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ボックス名 操作内容 例
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[Connection Parameters] タブ エクステンシ ョ ンの構成1 - 8
SAP Gateway 
Server

(-g)

ゲート ウェイ  サーバーを入力します。

見つけ方
次の操作を行います。

1. SE38 を使用します。

2. レポート名 「rsparam」 を入力します。

3. [Execute] を選択します。

4. [System] > [List] > [Find String] を選択し

ます。
5. 「rdisp/sna_g」 と入力します。

6. 最初の行をク リ ッ ク して、 カーソルを配置

します。
7. 「rdisp/sna_gateway」 の行でゲート ウェイ

サーバーを見つけます。 右側にスクロール
します。

メモ
このパラ メータは、 [Load Balance] が選択さ
れていない場合にのみ使用できます。

hwll39

SAP Group Name

(-g)

SAP システムにログインするグループの名前

を入力します。

メモ
このパラ メータは、 [Load Balance] が選択さ
れている場合にのみ使用できます。

SAP Service

(-x)

/etc/services1 のゲート ウェイ  サービスを入力

します。

見つけ方
次の操作を行います。

1. SE38 を使用します。

2. レポート名 「rsparam」 を入力します。

3. [Execute] を選択します。

4. [System] > [List] > [Find String] を選択し

ます。
5. 「rdisp/sna_g」 と入力します。

6. 最初の行をク リ ッ ク して、 カーソルを配置

します。
7. 「rdisp_gw_service」 の行でゲート ウェイ

サーバーを見つけます。 右側にスクロール
します。

( 次のページへ続く )

sapgw95

 ( 続き )
ボックス名 操作内容 例
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



エクステンシ ョ ンの構成 [Connection Parameters] タブ 1 - 9
( 次のページへ続く )

SAP EDI Port

(-E Port=)

ポートの定義に既定されている  EDI サブシス

テムの論理名を入力します。

名前には最高で 10 文字まで使用できます。

PORT=
STERLING

Filename ALESERVER によって SAP からダウンロード

または転送した IDoc を書き込むファイルの

名前を入力します。

メモ
このパラ メータは、 ALE 転送モードが選択さ
れている場合にのみ使用できます。

該当なし

Connection Name Connection Parameters の一意な各セッ ト を識

別するのに使用する名前を入力します。

Inbound 
Data

Transfer Mode データの転送に使用するモードを示します。 ALE
または
RFC

Load Balance 複数のユーザーが SAP システムにログイン

できるよ うにするには、 このチェッ ク  ボッ ク

スを選択します。

メモ
このパラ メータを有効にする と、 このダイア
ログ ボッ クスにあるいくつかのボッ クスの機
能が変わり ます。

該当なし

 ( 続き )
ボックス名 操作内容 例
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[Connection Parameters] タブ エクステンシ ョ ンの構成1 - 10
[Advanced Multi-
Port Features] の図

次の図は、 [Advanced Multi-Port Features] ダイアログ ボッ クスです。 このダイ

アログ ボッ クスは、 [Connection Parameters] タブで [Advanced] をク リ ッ クする

と表示されます。

( 次のページへ続く )
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エクステンシ ョ ンの構成 [Connection Parameters] タブ 1 - 11
[Advanced Multi-
Port] の各部と機能

次の表に、 [Advanced Multi-Port Features] ダイアログ ボッ クスの各部分と機能

をま とめます。

ボックス名 操作内容

Function Module SAP システムに送信されるデータのタイプを示す、 次のい

ずれかの値を入力します。

EDI_STATUS_INCOMING — ステータス  メ ッセージの

ファイルが、 STARTRFC 処理用に送信されます。

EDI_DATA_INCOMING — ト レーディング パートナーから

の EDI ドキュ メン トが STARTRFC 処理用に送信されます。

IDoc_INBOUND_ASYNCHRONOUS — ステータス と  EDI 
ドキュ メン トの両方を、 ALE 処理用に SAP システムに送

信する際に使用します。

SAP SNDPOR Extension for SAP R/3 からステータス  メ ッセージを受信す

る  SAP ポート を入力します。 ポート  ID は、 次のよ うに構

成されます。

◗ 最初の部分は SAP です。

◗ 2 番目の部分は SAP システム  ID です。

Logical System 
Name

Windows の Gentran:Server システムと  UNIX の SAP システ

ムの間のデータ転送に ALE を使用する予定の場合は、 こ

のテキス ト  ボッ クスに論理システム名を入力します。

Trace SAP の STARTRFC プログラムで ト レース  ファ イルを生成
する場合はこのチェッ クボッ クスを選択します。 ト レース  
ファ イルには、 使用したパラ メータ、 接続したコンピュー
タ、 送受信したデータ  バッファ、 および正常に終了したか
ど うかが記録されます。 ト レース  ファ イルは通常、
GENSRVNT¥Bin ディ レク ト リに書き込まれます。

Auto start ALESERVER で RPCSRV が起動した際に、 SAP サービスを
自動的に起動する場合は、 このチェッ クボッ クスを選択し
ます。

メモ
構成パラ メータの特定のセッ トに対し、 一度に実行する  
ALESERVER は 1 つのみです。

Start ALESERVER で、 このボタンをク リ ッ クする と  SAP サービ
スを起動できます。

Set timer for 
checking the 
connection

SAP システムが実行中の場合、 接続が有効であるこ とを確
認するためのポーリ ングの間隔を設定するには、 この
チェッ クボッ クスを選択します。

( 次のページへ続く )
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[Connection Parameters] タブ エクステンシ ョ ンの構成1 - 12
手順 次の手順に従って、 [Connection Parameters] タブに値を入力し、 特定の SAP シ
ステムを指定します。

minute(s) 接続が有効かど うかを確認するために、 システムでポーリ
ングを行う間隔の分数を選択または入力します。

second(s) 接続が有効かど うかを確認するために、 システムでポーリ
ングを行う間隔の秒数を選択または入力します。

Remote SAP Host SAP システムが UNIX で実行中、 Gentran:Server と  SAP の
間でファイルベースの転送を使用する予定の場合は、 この
チェッ クボッ クスを選択します。

Remote Command Gentran:Server から  UNIX 上の SAP へのファ イルベースの
転送を実行する際に使用するコマンドを入力します。 ス
テータス  メ ッセージを含む IDoc の転送に使用されます。
( たとえば、 ftp や rcopy)

このボッ クスは、 [Remote SAP Host] チェッ クボッ クスを

選択した場合にのみアクティブにな り ます。

Remote Command ステータス  メ ッセージが書き込まれた IDoc を転送する  
UNIX のディ レク ト リ と ファ イル名を入力します。

このボッ クスは、 [Remote SAP Host] チェッ クボッ クスを

選択した場合にのみアクティブにな り ます。

Delete file after 
successful 
transmission

転送が正常に終了した後にシステムでファイルを削除する
場合は、 このチェッ クボッ クスを選択します。

Save 変更を保存して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

Close 変更を保存せずに、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ボックス名 操作内容

ステップ 操作

1 Gentran:Server for Windows SAP Configuration プログラムを起動し

ます。

参照
このプログラムの起動方法の詳細については、 この章の 「概要」
のセクシ ョ ンを参照して ください。

2 [Connection Parameters] タブを選択します。

( 次のページへ続く )
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エクステンシ ョ ンの構成 [Connection Parameters] タブ 1 - 13
グループの
ナビゲート と削除

作成した複数の値グループ間をナビゲートするには、 [Next] と  [Previous] をク

リ ッ ク します。

特定のグループを削除するには、 目的のグループにナビゲート してタブに表示
し、 [Delete] をク リ ッ ク します。 グループが削除されます。 削除を確認する メ ッ

セージは表示されません。

3 各ボッ クスに値を入力します。

参照
適切な値については、 「[Connection Parameters] タブのボッ クス」
のセクシ ョ ンを参照して ください。

4 [Advanced] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Advanced Multi-Port Features] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

5 関連するボッ クスに値を入力します。

参照
適切な値については、 「[Advanced Multi-Port Features] のボッ クス」
のセクシ ョ ンを参照して ください。

6 [Save] > [Close] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Advanced Multi-Port Feature] ダイアログ ボッ クスが閉じ、
[Connection Parameters] タブが再度表示されます。

7 [ 適用 ] をク リ ッ ク して、 この値のグループを保存します。

8 別の SAP システムのために、 別の値のグループを追加するかど う

かによって、 次を選択します。

追加する場合は、 [New] をク リ ッ ク して、 ステップ 2 ～ 6 を繰り

返します。
追加しない場合は、 次のいずれかを行います。

◗ ほかの作業のために、 [Gentran:Server for Windows SAP 
Configuration] ダイアログ ボッ クスを開いたままにしておき
ます。 または、

◗ [OK] をク リ ッ ク してこのダイアログ ボッ クスを閉じます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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[General] タブ エクステンシ ョ ンの構成1 - 14
[General] タブ

はじめに [Gentran:Server for Windows SAP Configuration] の [General] タブでは、 SAP に
よって提供されるプログラムである  STARTRFC の場所と、 Extension for SAP R/3 
で収集するステータス  メ ッセージのタイプを指定するこ とができます。

[General] タブの図 次の図に、 [Gentran:Server for Windows SAP Configuration] ダイアログ ボッ クス

の [General] タブを示します。

( 次のページへ続く )
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エクステンシ ョ ンの構成 [General] タブ 1 - 15
[General] タブの

各部と機能

次の表に、 [General] タブの各部分とその機能をま とめます。

ボックス名 操作内容

Location of startRFC SAP によって提供される  STARTRFC プログラム

のあるディ レク ト リ を入力します。 参照ボタン

をク リ ッ ク して見つけるこ と もできます。

メモ
startRFC プログラムのテス ト  バージ ョ ンは、
Gentran:Server for Windows をインス トールした際
に GENSRVNT¥bin フォルダにコピーされていま
す。 このバージ ョ ンのプログラムは、 テス ト用
です。

Translation status IDoc から  EDI ドキュ メン トへの ト ランスレーシ ョ

ンの進捗状況を表すステータス  メ ッセージを返す

には、 このチェッ クボッ クスを選択します。

Envelope status ト レーディング パートナーに送信する  EDI ドキュ

メン トのエンベロープの進捗状況に関するステー
タス  メ ッセージを返すには、 このチェッ クボッ ク

スを選択します。

Communication status ト レーディング パートナーへの EDI ドキュ メン ト

の送信の進捗状況に関するステータス  メ ッセージ

を返すには、 このチェッ クボッ クスを選択します。

Acknowledgement status ト レーディング パートナーからファンクシ ョナル

と インターチェンジの受信確認を受け取ったかど
うかに関するステータス  メ ッセージを返すには、

このチェッ クボッ クスを選択します。

UnSelect All ステータス  レポート領域にあるチェッ クボッ クス

をすばやく ク リ アするには、 [UnSelect All] をク

リ ッ ク します。 すべてのチェッ クボッ クスが一度
にク リ アされます。

Send Failed Status ONLY 任意の処理のエラーを示すステータス  メ ッセージ

のみを返すには、 このチェッ クボッ クスを選択し
ます。
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[System] タブ

はじめに [System] タブでは、 IDoc から  EDI ドキュ メン トへの実際の ト ランスレーシ ョ ン

を実行するコンピュータを指定できます。 また、 Extension for SAP R/3 で生成お

よび使用される  IDoc データやその他の情報を保管するテーブルを含むデータ

ベースも指定できます。

[System] タブの図 次の図に、 [Gentran:Server for Windows SAP Configuration] ダイアログ ボッ クス

の [System] タブを示します。

( 次のページへ続く )
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エクステンシ ョ ンの構成 [System] タブ 1 - 17
[System] タブの

各部と機能

次の表に、 [System] タブにあるボッ クスをま とめます。

ボックス名 操作内容

Machine Name to Run 
Outbound Translation

IDoc から  EDI ドキュ メン トへの実際のト ランス

レーシ ョ ンを実行する、 ネッ ト ワーク内のコン
ピュータの名前を入力します。

ODBC Data Source Gentran:Server システムで使用する  ODBC データ  
ソースの名前を入力します。 この ODBC データ  
ソースに対応するデータベースには、 インス トー
ル中に作成された Extension for SAP R/3 のテーブ

ルが含まれている必要があ り ます。

参照
詳細については、 『Installation and Upgrade 
Instructions Card』 の 「Completing the Pre-
Installation Checklist」 を参照して ください。

User ODBC データ  ソースにアクセス可能なアカウン ト

のユーザー ID を入力します。

参照
詳細については 『Installation and Upgrade 
Instructions Card』 の 「Completing the Pre-
Installation Checklist」 を参照して ください。

Password ODBC データ  ソースにアクセス可能なアカウン ト

のパスワードを入力します。

参照
詳細については、 『Installation and Upgrade 
Instructions Card』 の 「Completing the Pre-
Installation Checklist」 を参照して ください。
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第 章2

エクステンシ ョ ン プログラムの関数
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概要 エクステンシ ョ ン プログラムの関数2 - 2
概要

はじめに Extension for SAP R/3 プログラムの sapint.exe では、SAP システムと  Gentran:Server 
システムの間でデータを交換するプロセスのさまざまなステップを実行する、
4 つの異なる関数を実行するこ とができます。

このプログラムと上記の関数の 1 つを  Gentran:Server プロセス管理セッシ ョ ン

で実行します。

参照
sapint.exe プログラムと各関数を含む Gentran:Server プロセス管理セッシ ョ ンの例
については、 付録 B (SAP システムが Windows で実行している場合 ) または付録 
C (SAP システムが UNIX で実行している場合 ) を参照して ください。 これらの
サンプル セッシ ョ ンは、 SAP と  Gentran:Server の間でシームレスなドキュ メン ト
交換を行う方法を示します。

接続の問題のト ラブ
ルシューテ ィング

sapint.exe プログラムから  Extension プログラムの関数を呼び出す際の接続の問題

を ト ラブルシューティングするには、 GENSRVNT¥BIN¥SAPINT.LOG ファ イル

に書き込まれる  sapint.log を表示して ください。

ドキュ メン ト  
フロー別の関数

各関数は、 ドキュ メン トのフローの方向に従ってグループ化するこ とができま
す。 次のよ うにグループ化できます。

SAP から  Gentran:Server へ IDoc を処理する関数

◗ Translate
◗ Update
◗ Extract

Gentran:Server から  SAP へ EDI ドキュ メン ト を処理する関数

◗ StartRFC

この章の各セクシ ョ ンでは、 各関数を詳細に説明します。
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エクステンシ ョ ン プログラムの関数 Translate 関数 2 - 3
Translate 関数

説明 Translate 関数では、 IDoc データを  EDI 形式に変換する  Gentran:Server コマンドが

呼び出されます。 また、 データベースの SAPStatus_tb テーブルに次のものが挿入

されます。

◗ 一意の IDoc 番号

◗ IDoc からのその他の重要な情報

◗ ト ランスレーシ ョ ン プロセスの進捗状況を示すステータス  メ ッセージ

シンタ ックス Translate 関数を使用する  sapint.exe プログラムを  Gentran:Server セッシ ョ ンで指定

するには、 次のシンタ ッ クスを使用します。

sapint.exe -Translate:unc_filename

コ メ ン ト
unc_filename は Translate 関数で使用されるファ イルの名前です。 このファ イルに
は、 Gentran:Server にインポートする  IDoc が含まれています。

( 次のページへ続く )
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Translate 関数 エクステンシ ョ ン プログラムの関数2 - 4
処理の図 次の図は、 Gentran:Server から ト レーディング パートナーを介した SAP からの 
IDoc の経路を示しています。 SAP システムと Gentran:Server システムの間でデー

タを交換する際に、 Translate 関数が果たす役割を示します。
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Update 関数

説明 Update 関数は Gentran:Server システムを通して IDoc の進捗状況を追跡します。

特に次の段階です。

◗ データのエンベロープ

◗ ト レーディング パートナーへの伝送

◗ ト レーディング パートナーからの受信確認

また、 各段階が正常に終了したかど うかに応じて、 適切なステータス  メ ッセー

ジを  SAPStatus_tb テーブルに挿入します。

シンタ ックス Update 関数を使用する  sapint.exe プログラムを Gentran:Server セッシ ョ ンで指定

するには、 次のシンタ ッ クスを使用します。

sapint.exe -UPDATE:

メモ
Update 関数には、 パラ メータはあ り ません。

( 次のページへ続く )
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Update 関数 エクステンシ ョ ン プログラムの関数2 - 6
処理の図 次の図は、 Gentran:Server から ト レーディング パートナーを介した SAP からの 
IDoc の経路を示しています。 SAP システムと Gentran:Server システムの間でデー

タを交換する際に、 Update 関数が果たす役割を示します。
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エクステンシ ョ ン プログラムの関数 Extract 関数 2 - 7
Extract 関数

説明 Extract 関数は、 ファ イルを作成し、 特定の SAP システム  ( たとえば、 本番シス

テム、 テス ト  システム、 開発システムなど ) から送信され、 処理された各 IDoc 
に関連するすべてのステータス  メ ッセージを  SAPStatus_tb テーブルに書き込み

ます。 このステータス  メ ッセージのファイルを  SAP システムに送信するため

に、 Extract 関数では次のものが呼び出されます。

◗ SAP の STARTRFC プログラム  — システムでファイルベースの転送を使用し
ている場合。

◗ Extension for SAP R/3 で提供されている  aleclient コマンド  — システムでデー
タの転送に ALE を使用している場合。

シンタ ックス Extract 関数を使用する  sapint.exe プログラムを Gentran:Server セッシ ョ ンで指定

するには、 次のシンタ ッ クスを使用します。

sapint.exe -Extract:unc_pathname -PATH:connection name

コ メ ン ト
unc_pathname は、 Extract 関数で生成したステータス  メ ッセージのファイルに付
ける、 完全修飾パスです。

メモ
ファ イル名は Gentran:Server for Windows によって生成されます。 Unix では、
ファ イル名を指定する必要があ り ます。

connection name は、 SAP の STARTRFC プログラムで使用する  RFC パラ メータの
一意のセッ ト を識別するために使用します。 このパラ メータのグループは、 ス
テータス  メ ッセージのファイルを受信する  SAP システムを示します。connection 
name の値は、 Extension for SAP R/3 の [SAP Configuration] ダイアログ ボッ クス
の [Connection Name] ボッ クスで確認できます。

メモ
[RFC Parameters] タブにある名前が 8 文字を超える場合は、 [Connection Name] の
値を引用符で囲みます。

参照
[SAP Configuration] ダイアログ ボッ クスの [Connection Name] ボッ クスの詳細
については、 「エクステンシ ョ ンの構成」 の章 ( 「[Connection Parameters] タブ」
のセクシ ョ ン ) を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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Extract 関数 エクステンシ ョ ン プログラムの関数2 - 8
処理の図 次の図は、 ステータス  メ ッセージのファイルが特定の SAP システムに送信され

る際の流れを示しています。 SAP システムと Gentran:Server システムの間でデー

タを交換する際に、 Extract 関数が果たす役割を示します。

メモ
システム A とシステム B でも同じ処理を繰り返すには、 2 つのコマンド  — シス
テム A を指定したコマンド と、 システム  B を指定したコマンドを追加する必要
があ り ます ( システム C を参照 )。
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エクステンシ ョ ン プログラムの関数 StartRFC 関数 2 - 9
StartRFC 関数

説明 EDI ドキュ メン ト を  IDoc に変換後、 StartRFC 関数を使用して SAP の STARTRFC 
プログラムを呼び出します。 このプログラムは、 データ転送を行うために SAP 
システムにコンタ ク ト します。 次に、 IDoc が SAP システムに転送されます。

メモ
StartRFC 関数と  SAP の STARTRFC プログラムの違いをよ く理解して ください。
Extension for SAP R/3 で提供されている  StartRFC 関数では、SAP の STARTRFC プ
ログラムを  間接的に呼び出すこ とが可能とな り ます。 これによ り、 StartRFC 関
数において SAP による  connection name パラ メータを使用した STARTRFC プログ
ラムへのパラ メータ値の提供が自動化されるか、 データの転送に ALE を使用す
る場合は、 Extension for SAP R/3 で提供されている  aleclient コマンドが呼び出さ
れます。

シンタ ックス StartRFC 関数を使用する  sapint.exe プログラムを  Gentran:Server セッシ ョ ンで指

定するには、 次のシンタ ッ クスを使用します。

sapint.exe -STARTRFC:unc_pathname -PATH:connection name

コ メ ン ト
unc_pathname は、 EDI ドキュ メン トから  IDoc に変換され、 SAP システムに転送
されたファ イルの完全修飾されたファ イル名です。

connection name は、 SAP の STARTRFC プログラムで使用する  RFC パラ メータの
一意のセッ ト を識別するために使用します。 このパラ メータのグループは、 IDoc 
を受信する  SAP システムを示します。 connection name の値は、 Extension for SAP 
R/3 の [SAP Configuration] ダイアログ ボッ クスの [Connection Name] ボッ クスで
確認できます。

メモ
[RFC Parameters] タブにある名前が 8 文字を超える場合は、 [Connection Name] の
値を引用符で囲みます。

参照
[SAP Configuration] ダイアログ ボッ クスの [Connection Name] ボッ クスの詳細
については、 「エクステンシ ョ ンの構成」 の章 ( 「[RFC Parameters] タブ」 のセク
シ ョ ン ) を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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StartRFC 関数 エクステンシ ョ ン プログラムの関数2 - 10
処理の図 次の図は、 ト レーディング パートナーから  Gentran:Server を通じ、 SAP システム

までの EDI ドキュ メン トの流れを示しています。 SAP システムと Gentran:Server 
システムの間でデータを交換する際に、 StartRFC 関数が果たす役割を示します。
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POSTPROC 関数

説明 Sapint.exe の POSTPROC 関数は、 Gentran:Server 内部で、 Sapint.exe の StartRFC 関
数を通じて SAP に送信する前に、 エクスポート された IDoc に基づいて変更され

たヘッダー セグメン トで新しい IDoc を作成するために使用されます。

この関数ではヘッダー セグメン トの MANDT(client)、 RCVPRT、 SNDPRT、 およ

び DOCREL フ ィールドが、 コマンドで指定された [Connection Parameters] の値で

更新されます。

Sapint.exe の POSTPROC 関数では、 filename_and_path_to_exported_IDoc パラ メー

タで参照されている元のファイルが変更されるこ とはあ り ません。 元の IDoc と
同じディ レク ト リに新しいファ イルが作成され、 「sapidoc.new」 という名前が付

けられます。

シンタ ックス POSTPROC 関数を使用する  sapint.exe プログラムを  Gentran:Server セッシ ョ ンで

指定するには、 次のシンタ ッ クスを使用します。

D:¥GENSRVNT¥Bin¥Sapint.exe -POSTPROC:filename_and_path_to_exported_IDoc 
-PATH:Connection Name/Scan Directory

sapint.exe -STARTRFC:unc_pathname -PATH:connection name

コ メ ン ト
filename_and_path_to_exported_IDoc は変更され、 SAP システムに転送される、 エ
クスポート された IDoc の完全修飾されたパス とファ イル名 ( ローカル パスか、
UNC パス ) です。

IDoc の変更に使用する  [Connection Parameters] の [Connection Name/Scan 
Directory] の識別には、 [Connection Name/Scan Directory] が使用されます。 このパ
ラ メータのグループは、 IDoc を受信する  SAP システムを示します。 connection 
name の値は、 Extension for SAP R/3 の [SAP Configuration] ダイアログ ボッ クス
の [Connection Name] ボッ クスで確認できます。

メモ
[RFC Parameters] タブにある名前が 8 文字を超える場合は、 [Connection Name] の
値を引用符で囲みます。

参照
[SAP Configuration] ダイアログ ボッ クスの [Connection Name] ボッ クスの詳細
については、 「エクステンシ ョ ンの構成」 の章 ( 「[RFC Parameters] タブ」 のセク
シ ョ ン ) を参照して ください。
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第 章3

サンプル マップの構成とテスト
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概要 サンプル マップの構成とテスト3 - 2
概要

はじめに Gentran:Server アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムでは、 アプ リ

ケーシ ョ ン ファ イルをパートナーへ送信する  EDI 標準形式のドキュ メン トに ト

ランスレーシ ョ ン ( アウ トバウンド  マッピング ) するこ とができます。 また、

パートナーから受信したドキュ メン トについては、 EDI 標準形式からアプリ ケー

シ ョ ンの形式に ト ランスレーシ ョ ン  ( インバウンド  マッピング ) できます。

参照
アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムの使用の詳細については、
『Gentran:Server アプリ ケーシ ョ ン  インテグレーシ ョ ン ユーザー ガイ ド』 を参照
して ください。

本章の内容 この章では、 すべてのアウ トバウンド  マップに対して SAP IDoc 番号を設定する

方法を説明します。 また、 完成したマップを保存、 コンパイル、 およびテス ト
する手順についても説明します。
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サンプル マップの構成とテス ト サンプル マップの命名規則 3 - 3
サンプル マップの命名規則

はじめに Extension for SAP R/3 ソフ ト ウェアには、 サンプルのマップと ト ランスレーシ ョ

ン オブジェク トが付属しています。 Extension for SAP R/3 をインス トールする

と、 サンプル マップは Gentran:Server がインス トールされている場所の

Extensions サブディ レク ト リにコピーされます。

変更するマップはソース  マップで、 .MAP ファ イル拡張子が付いています。 この

ソース  マップをコンパイルする と、 コンパイルされた ト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク トに .TPL ファ イル拡張子が付けられます。

ANSI でのサンプル

の命名規則

これは、 ANSI 形式を使用したサンプル マップまたはト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク トです。

EDIFACT でのサン

プルの命名規則

これは、 EDIFACT 形式を使用したサンプル マップまたはト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク トです。

SAP_R3_3X_810_3050_E

SAP R/3 SAP
バージ ョ ン

ト ランザクシ ョ ン
タイプ

スタンダード
バージ ョ ン

エクスポート  (E)
またはインポート  (I)

SAP_R3_3X_ORDERS_D93A_E

SAP R/3 SAP
バージ ョ ン

ト ランザクシ ョ ン
タイプ

スタンダード
バージ ョ ン

エクスポート  (E)
またはインポート  (I)
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マッピング指示のカスタマイズ サンプル マップの構成とテスト3 - 4
マッピング指示のカスタマイズ

はじめに Gentran ドキュ メン ト  ト ラ ッキング データベースの適切なアプリ ケーシ ョ ン 
フ ィールドに SAP IDoc 番号を保存するには、 マッピング指示をカスタマイズす

る必要があ り ます。

要件

◗ アウ トバウンド  データの前処理中に配列に保管された番号との一致を行え
るよ うに、 IDoc 番号が Document_tb にあるこ とが必要です。

◗ IDoc 番号を保存して、 Extension for SAP R/3 で DOCNUM (IDoc 番号 ) を含む 
ステータス  レコード  (EDI_DS) を作成できるよ うにします。

ステータス 
レコードの使用

SAP ではステータス  レコードを使用して、 作成したすべてのアウ トバウンド  
IDoc のステータスが提供されます。 DOCNUM を含まないステータス  レコード

は、 SAP によって拒否されます。

IDoc 番号の場所 SAP IDoc 番号は、 SAP からのアウ トバウンド と して作成された各 IDoc の
EDI_DC または EDI_DC40 コン ト ロール レコードの DOCNUM フ ィールドに含ま

れます。

要件

◗ IDoc 番号を Document_tb のユーザー定義の [Application Field 3] に保存します。

◗ IDoc の EDI_DC または EDI_DC40 レコードにある  DOCNUM フ ィールドを使
用します。

( 次のページへ続く )
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SAP IDoc 番号を

見つける方法

次の手順を使用して、 Extension for SAP R/3 が SAP IDoc 番号を見つけられるよ う

にします。

ステップ 操作

1 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン プログラムを起動します。

2 Extension for SAP R/3 で使用する ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト

を開き、 EDI_DC コン ト ロール レコードを選択します。

3 EDI_DC または EDI_DC40 レコードの DOCNUM フ ィールドを右

ク リ ッ ク して [ プロパティ ] を選択します。

システムからの応答
[ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 [ スタンダード  ルール ] タブを選択し、 [Update] オプシ ョ ンを選

択します。

( 次のページへ続く )
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5 [ 更新するテーブル ( またはグループ ) を選択して ください ] リ ス

トから  [Document record] を選択します。

6 [ 更新する列 ( またはフ ィールド ) を選択して ください ] リ ス トか

ら  [Application Field 3] を選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

制限
[Application Field 4] と  [Application Field 5] にはマップは行わないで
ください。 これらのフ ィールドは SAPINT プログラムで使用する
ために予約されています。

 ( 続き )
ステップ 操作
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マップのまとめ

はじめに マップをカスタマイズして、 IDoc 番号を定義したら、 マップをま とめます。

マッピングを完了するには、 マップをコンパイルし、 ト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク ト を登録し、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト をテス トする必要があ り

ます。

SAPMaps サブディ レク ト リにある  Extension for SAP R/3 マップを保存して、 再コ

ンパイルしたら、 元のマップと コンパイルした ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク

ト を、 新し くカスタマイズしたもので上書きします。 カスタマイズしたマップ
と コンパイルした ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を保管するか、 元のファ イ

ルを置換するこ とができます。

マップのコンパイル
方法

コンパイルを実行する と、 マップがコンパイルされ、 ト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク トが生成されます。 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を保存したら、 使

用する前に Gentran:Server に登録する必要があ り ます。

マップをコンパイルして、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を生成するには、

次の手順に従います。

ステップ 操作

1 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン プログラムを起動します。

2 [ ファ イル ] メニューから  [ 保存 ] を選択して、 コンパイルを実行

する前にソース  マップを保存します。

3 [ ファ イル ] メニューから  [ コンパイル ] を選択して、 ［実行ト ラン

スレーシ ョ ン オブジェク ト名］ ダイアログ ボッ クスを表示します。

メモ
[ ファ イル名 ] フ ィールドには、 .TPL ファ イル拡張子をもつト ラ
ンスレーシ ョ ン オブジェク ト名がすでに表示されています。 同じ
ファ イル名 （ファ イル拡張子は別 ) を使う理由は、 ソース  マップ
と コンパイルされた ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トの関連付け
が明白だからです。

注意

ソース マップをコンパイルしたト ランスレーシ ョ ン オブ

ジェク トで上書きしないで ください。 .TPL ファイル拡張子

を使用して、 ソース マップと ト ランスレーシ ョ ン オブジェ

ク ト を区別します。

( 次のページへ続く )
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( 次のページへ続く )

4 必要に応じて、 コンパイルした ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト

を保管する ド ラ イブとフォルダを変更します。

注意

コンパイルしたト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、

GENSRVNT\REGTRANSOBJ サブディ レク ト リには保管し

ないで ください。 このサブディ レク ト リは、
GENTRAN:SERVER に登録した各ト ランスレーシ ョ ン オブ

ジェク トのコピーを保管するために予約されています。

5 [ 保存 ] をク リ ッ ク します。 マップがコンパイルされ、 ト ランス

レーシ ョ ン オブジェク トが生成されます。

システムからの応答
[ コンパイル エラー ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

6 エラーが発生していないこ とを確認し、 [OK] をク リ ッ ク してダイ

アログ ボッ クスを閉じます。

システムからの応答
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト をコンパイルした日付が、 自動
的に [ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの詳細 ] の [ コンパイル
日時 ] フ ィールドにロード されます。

7 [ ファ イル ] メニューから  [ 保存 ] を選択して、 コンパイルした日

付と と もにソース  マップを保存します。

メモ
この ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を使用するには、 まず 
Gentran:Server システムに登録するこ とが必要です。

参照
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録については、
『Gentran:Server ユーザー ガイ ド』 を参照して ください。

 ( 続き )
ステップ 操作
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システム インポート

とインポート  
ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク トの
テスト方法

次の手順にしたがって、 システムで提供されているシステム  インポート と イン

ポート  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト をテス ト します。 前の手順からの ト ラ

ンスレーシ ョ ン オブジェク ト をテス トするには、 これらの ト ランスレーシ ョ ン  
オブジェク トが正常に機能しているこ とが必要です。

ステップ 操作

1 Gentran:Server に ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を登録します。

参照
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録の詳細については、
『Gentran:Server ユーザー ガイ ド』 を参照して ください。

2 SAP パートナー関係 (.PAR ファ イル ) をまだインポート していな

い場合は、 Gentran:Server にインポート します。

参照
パートナーのインポートの詳細については、 『Gentran:Server ユー
ザー ガイ ド』 を参照して ください。

3 パートナー エディ タで、 アウ トバウンド関係に対してインポート  
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが選択されているこ とを確認し

ます。

参照
アウ トバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの選択の詳細に
ついては、 『Gentran:Server ユーザー ガイ ド』 を参照して ください。

4 システム管理者に、 システム構成プログラムにシステム  インポー

ト  ト ランスレーショ ン  オブジェク ト を追加するよう に依頼します。

参照
システム管理者によるシステム構成プログラムの変更については、
『Gentran:Server 管理 ガイ ド』 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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メモ
この他のシステムのテス トに関する推奨事項については、 このガイ ドの付録 B 
と付録 C を参照して ください。

ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク トの
テスト方法

マップをコンパイルして、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を  Gentran:Server に
登録したら、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト をテス ト します。 このテス トで

は、 Extensions ディ レク ト リのテス ト  データを使用できます。 次のステップで使

用するデータ  ファ イル (SAPMAPS3X または SAPMAPS40) は、 Gentran:Server が
インス トールされている場所の SAPMaps サブディ レク ト リにあ り ます。

次の手順にしたがって、 作成したインバウンド  ( エクスポート ) ト ランスレー

シ ョ ン  オブジェク ト をテス ト します。

5 Gentran:Server の [ インポート ] オプシ ョ ンを使用して、 ト ランス

レーシ ョ ン オブジェク トでデータ  ファ イル (.TXT ファ イル ) を処

理します。

参照
ファ イルのインポートの詳細については、 『Gentran:Server ユー
ザー ガイ ド』 を参照して ください。

6 ト ランスレーシ ョ ンされたドキュ メン トは、 Gentran:Server のワー

クスペースに格納されます。 EDI データを表示して、 ドキュ メン

トが正し く ト ランスレーシ ョ ンされているこ とを確認します。

参照
生 EDI データを表示する方法の詳細については、 『Gentran:Server 
ユーザー ガイ ド』 を参照して ください。

 ( 続き )
ステップ 操作

ステップ 操作

1 Gentran:Server に ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を登録します。

参照
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録の詳細については、
『Gentran:Server ユーザー ガイ ド』 を参照して ください。

2 SAP パートナー関係 (.PAR ファ イル ) をまだインポート していな

い場合は、 Gentran:Server にインポート します。

参照
パートナーのインポートの詳細については、 『Gentran:Server ユー
ザー ガイ ド』 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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3 パートナー エディ タで、 インバウンド関係に対してエクスポート  
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが選択されているこ とを確認し

ます。

参照
インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トの選択の詳細につ
いては、 『Gentran:Server ユーザー ガイ ド』 を参照して ください。

4 Gentran:Server の [ ファ イル処理 ] オプシ ョ ンを使用して、 ト ラン

スレーシ ョ ン オブジェク トでデータ  ファ イル (EDI ファ イル ) を
処理します。 データ  ファ イルは、 Gentran:Server がインス トールさ

れている場所の SAPMAPS3X または SAPMAPS40 サブディ レク ト

リにあ り ます

5 ト ランスレーシ ョ ンされたドキュ メン トは、 Gentran:Server の [ イ

ン ドキュ メン ト ] に置かれます。 ドキュ メン ト をエクスポート し

て、 ト ランスレーシ ョ ンが正し く実行されたこ とを確認します。

参照
ファ イルのエクスポートの詳細については、 『Gentran:Server ユー
ザー ガイ ド』 を参照して ください。

 ( 続き )
ステップ 操作
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第 章4

ALE を使用したドキュメン トの転送

目次 ◗ 概要  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2
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概要 ALE を使用したドキュメン トの転送4 - 2
概要

はじめに この章では、 SAP を Windows および UNIX で実行し、 ALE を使用してドキュ メ

ン ト を  SAP と  Gentran:Server の間で転送する方法について説明します。
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ALE を使用したドキュ メン トの転送 ALE モードでの処理 4 - 3
ALE モードでの処理

はじめに ALE (Application Linking and Enabling) ベースの IDoc 転送では、 API (Application 
Program Interface) を通じて Extension for SAP R/3 プログラムの aleserver へ IDoc 
を転送できます。

メモ
ALE は、 リモート  コピー (rcp) や STARTRFC を使用した NFS/FTP に代わる方法
です。

始める前に ALE モードで処理を行うには、 まず次の情報を設定するこ とが必要です。

◗ SAP のポートの定義 — [SAP Port Setup] で設定します。

◗ RFC の定義 — [SAP Partner Profile] で設定します。

◗ 使用する メ ソ ッ ド  ( ト ランザクシ ョ ン RFC) — [Partner Profile] で設定します。
画面 SM59 の T で指定されます。

◗ 処理中に [Transaction ID] テーブルを置く場所を指定します。 この環境変数を
設定するには、 次のページの手順に従います。

参照
ポートの定義、 RFC の定義、 および ト ランザクシ ョ ン  RFC 情報の設定の詳細に
ついては、 SAP のマニュアルを参照して ください。

( 次のページへ続く )
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[Transaction ID] 
テーブルの環境変数

ALE モードでの処理を行うには、 まず処理中に [Transaction ID] テーブルを置く

場所を指定する必要があ り ます。 次の手順に従って、 Transaction ID 環境変数を

設定します。

ALE アウト バウンド

処理の図

次の図に、 ALE ベースの環境におけるアウ トバウンド処理を示します。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 Windows のコン ト ロール パネルで [ システム ] アイコンを選択し

ます。

システムからの応答
[ システムのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 詳細 ] タブを選択します。

3 環境変数 TRFC_WORK_DIR を追加し、 このディ レク ト リがある

場所のパス名を入力します。

メモ
このステップでは、 ディ レク ト リがすでに作成されているものと
仮定しています。
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ALE を使用したドキュ メン トの転送 ALE モードでの処理 4 - 5
登録モードからの 
ALE での処理

登録モードを使用して、 ALE 環境で処理を行うには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 SAP システムから画面 SM59* を開きます。

メモ
この画面は、 [SAP RFC Destination] 画面と も呼ばれます。

2 次のものに対するゲート ウェイを設定します。

◗ ホス ト

◗ サービス

メモ
ト ランザクシ ョ ン SM59 の送信先は次のよ うに定義できます。

Connection type: T
Activate type: Registering
Program-ID: hssfds05.aleserver
Gateway host: hssfds05
Gateway service: sapgw00

( 次のページへ続く )
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( 次のページへ続く )

3 Windows の [ ファ イル名を指定して実行 ] のコマンド  ラ インにプ

ログラム ID を入力します。

program_ID パラ メータのシンタ ッ クスは

「<machine_name>.aleserver」 です。 machine_name は Gentran:Server 
がインス トールされているコンピュータの名前です。 このパラ
メータでは大文字と小文字が区別されます。

コマン ド書式
aleserver -a <program_ID> -g <SAP_gateway> 
-x <SAP_gateway_service> file=<file_name>

file_name は出力ファイルの名前 ( 通常、 Gentran:Server システムの

フォルダ内のファ イル ) です。

コマン ドの例
aleserver -ahssfds05.aleserver -ghssfds05 -xsapgw00 
file=¥¥GENSRVNT¥from_sap¥sapout.idoc

4 画面 SM59 から  [Registration] ボタンを選択し、 Gentran:Server 
Extension for SAP R/3 が常駐するコンピュータで処理を開始します。

システムからの応答
次のよ うに IP 名 ( プログラム  ID) が表示されます。
hssfds05.aleserver

5 [Test*] 接続を選択します。

システムからの応答
接続の情報を示す画面が表示されます。 失敗した場合は、 [unable 
to connect] というエラー メ ッセージが表示されます。

*Copyright 1997 by SAP AG.All Rights Reserved.

 ( 続き )
ステップ 操作
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ALE を使用したドキュ メン トの転送 ALE モードでの処理 4 - 7
R/3 3.1G 以降での

ALE ステータス 
メ ッセージ

ALE では、 スタンダードの IDoc インターフェイス とは異なる方法でステータス  
メ ッセージが処理されます。 EDI_DS ステータス  レコード  ( バージ ョ ン  4.0 では 
EDI_DS40) の代わりに、 ALE では IDoc タイプ SYSTAT01 が使用されます。 この 
IDoc タイプはコン ト ロールとデータ  レコードで構成され、 ステータス  レコード

のセグメン トが含まれています。 ステータス  メ ッセージを有効にするには、 シ

ステムを ALE 処理を使用するよ うに設定する必要があ り ます。

この IDoc タイプの使用については、 SAP のマニュアルを参照して ください。

コード  STA1 を処理するには、 パートナーのプロファ イルが必要です。 ポート  タ
イプは FILE です。

aleserver 
コマンド書式

次に、 aleserver コマンドのシンタ ッ クスを示します。

aleserver -a <program_ID> -g <SAP_gateway> -x <SAP_gateway_service> 
file=<file_name>

aleserver の
パラメータ

次の表に、 aleserver コマンドで定義するパラ メータをま とめます。 aleserver コマ

ンドでは STARTRFC パラ メータを使用して、 SAP システムへの接続と  SAP か
らの IDoc の受信が行なわれます。

ユーティ リティ  
パラメータ フラグ

パラ メータ  
( 例 ) 説明 値

program ID -a gentranhost.
aleserver

SAP に対してプログラム ID を
識別します。

sap_gateway -g hwll39 ゲート ウェイ  サーバーを識別し

ます。

見つけ方
1. SE38 を使用します。
2. レポート名 「rsparam」 を入

力します。
3. [Execute] を選択します。
4. [System] > [List] > [Find String] 

を選択します。
5. 「rdisp/sna_g」 と入力します。
6. 最初の行をク リ ッ ク して、

カーソルを配置します。
7. 「rdisp/sna_gateway」 の行で

ゲート ウェイ  サーバーを見つ
けます。 右側にスク ロールし
ます。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



ALE モードでの処理 ALE を使用したドキュメン トの転送4 - 8
aleclient コマンド aleclient コマンドは、 インバウンド情報の処理に使用します。

メモ
インバウンド とは、 Gentran から  SAP に送信されたデータのこ とです。

( 次のページへ続く )

sap_gateway_
service

-x sapgw95 /etc./services1 のゲート ウェイ  
サービスを識別します。

見つけ方
1. SE38 を使用します。
2. レポート名 「rsparam」 を入

力します。
3. [Execute] を選択します。
4. [System] > [List] > [Find String] 

を選択します。
5. 「rdisp/sna_g」 と入力します。
6. 最初の行をク リ ッ ク して、

カーソルを配置します。
7. 「rdisp_gw_service」 の行で

ゲート ウェイ  サーバーを見つ
けます。 右側にスク ロールし
ます。

trace

( オプシ ョ ン )

-t 該当なし RFC エラーを含む dev_rfc ファ

イルを作成します。

file 完全修飾された UNC 出力ファ

イル名です。

 ( 続き )
ユーティ リティ  
パラメータ フラグ

パラ メータ  
( 例 ) 説明 値
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aleclient の図 次の図に、 aleclient プログラムを使用したインバウンド処理を示します。

aleclient の
パラメータ

次の表に、 aleclient コマンドで定義するパラ メータをま とめます。 aleclient プロ

グラムでは STARTRFC パラ メータを使用して、 SAP システムへの接続と  SAP 
への IDoc の受信が行なわれます。

ユーティ リティ  
パラメータ フラグ

パラ メータ  
( 例 ) 説明 値

client -c 040 EDI_DC または EDI_DC40 のコ

ン ト ロール レコードの 
[MANDT] フ ィールドに含まれ

る  SAP システム ク ラ イアン ト

を識別します。

既定値
000

host -h hwll38 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーを識

別します。 アンダースコアで区
切られているフ ィールドの最初
の部分は、 アプ リ ケーシ ョ ン 
サーバーを示します。

推奨事項
SM51 を使用します。

userid -u random-j SAP システムのユーザー ID を
識別します。

( 次のページへ続く )
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( 次のページへ続く )

userpw -p sapuser ユーザー ID のパスワードを識

別します。

sap_gateway -g hwll39 ゲート ウェイ  サーバーを識別し

ます。

見つけ方

1. SE38 を使用します。

2. レポート名 「rsparam」 を入

力します。
3. [Execute] を選択します。
4. [System] > [List] > [Find String] 

を選択します。
5. 「rdisp/sna_g」 と入力します。

6. 最初の行をク リ ッ ク して、

カーソルを配置します。
7. 「rdisp/sna_gateway」 の行で

ゲート ウェイ  サーバーを見つ

けます。 右側にスク ロールし
ます。

trace

( オプシ ョ ン )

-t 該当なし RFC エラーを含む dev_rfc ファ

イルを作成します。

sap_gateway_
service

-x sapgw95 /etc./services1 のゲート ウェイ  
サービスを識別します。

見つけ方

1. SE38 を使用します。

2. レポート名 「rsparam」 を入

力します。
3. [Execute] を選択します。
4. [System] > [List] > [Find String] 

を選択します。
5. 「rdisp/sna_g」 と入力します。

6. 最初の行をク リ ッ ク して、

カーソルを配置します。
7. 「rdisp_gw_service」 の行で

ゲート ウェイ  サーバーを見つ

けます。 右側にスク ロールし
ます。

 ( 続き )
ユーティ リティ  
パラメータ フラグ

パラ メータ  
( 例 ) 説明 値
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共有 RFC 
ライブラリ

共有 RFC ライブラ リ  (DLL) librfc32.dll は、 SAP グラフ ィカル ユーザー インター

フェイスに付属しており、 STARTRFC プログラムと と もにのみ使用されます。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



ALE モードでの処理 ALE を使用したドキュメン トの転送4 - 12
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



A - 1
付録

A

サポート されている

SAP ステータス コード

目次 ◗ 概要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2
◗ ステータス  コード   . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



概要 サポート されている SAP ステータス コードA - 2
概要

はじめに この章では、 SAP で作成された IDoc のアウ トバウンド処理中に、 Extension for 
SAP R/3 で使用される  SAP R/3 ステータス  コードについて説明します。
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サポート されている SAP ステータス コード ステータス コード A - 3
ステータス コード

ステータス コード

の表

次の表に、 IDoc のアウ トバウンド処理中に、 Extension for SAP R/3 で使用される  
SAP R/3 ステータス  コードをま とめます。 Extension for SAP R/3 では、 各 IDoc に
対し、 次にあげるステータスが 1 つ以上作成されます。

SAP ステータス / 説明 SAP に返される説明

04
Error within control information

Trading partner not found

24
Control information OK

Trading partner found and translator started

05
Translation Error

No EDI data created.Missing or inaccessible 
tpcode or map.

06
Translation OK

Translation OK.EDI data created.

07
Syntax Error

Error message from translator if available. 

Syntax errors.No EDI data created (default 
text).

08
Syntax check OK

Compliance check OK

10
Interchange Handling OK

Interchange Handling OK

12
Transmission OK 
Acknowledgement Due

Transmission OK.

22
Transmission OK 
Acknowledgement Due

Transmission OK — Acknowledgement Due.

14
Interchange Acknowledgement 
Positive

Interchange Acknowledgement OK.

( 次のページへ続く )
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ステータス コード サポート されている SAP ステータス コードA - 4
15
Interchange Acknowledgement 
Negative

◗ Interchange Acknowledgement with 
Errors.

◗ Interchange Acknowledgement Partial.
◗ Interchange Acknowledgement Rejected.

16
Functional Acknowledgement 
Positive

Functional Acknowledgement OK.

17
Functional Acknowledgement 
Negative

◗ Functional Acknowledgement with 
Errors.

◗ Functional Acknowledgement Partial.
◗ Functional Acknowledgement Rejected.

 ( 続き )
SAP ステータス / 説明 SAP に返される説明
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B

Windows における SAP システムの

セッ トアップの推奨事項
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概要 Windows における SAP システムのセッ トアップの推奨事項B - 2
概要

はじめに この付録では、 Windows で Extension for SAP R/3 を使用するユーザーのために、

セッ ト アップの例を紹介し、 インバウンド、 アウ トバウンド、 および更新 / 抽出

のモードについて説明します。

参照
SAP を UNIX のホス トで使用する場合は、 付録 C 「Unix ホス トにおける  SAP シ
ステムのセッ ト アップの推奨事項」 を参照して ください。

サンプル セッショ ン Extension for SAP R/3 と と もにインス トールされ、 この付録で説明するサンプル 
セッシ ョ ンを  [ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスに表示するには、 自動処理
フォルダにコピーする必要があ り ます。

参照
プロセス管理の使用方法については、 『Gentran:Server ユーザー ガイ ド』 の 「プ
ロセス管理の使い方」 のセクシ ョ ンを参照して ください。
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Windows における SAP システムのセッ トアップの推奨事項 サンプル インバウンド処理のセッ トアップ B - 3
サンプル インバウンド処理のセッ トアップ

インバウンド  
セッシ ョ ンの開始

インバウンド  セッシ ョ ンをセッ ト アップするには、 [Gentran:Server プロセス管

理 ] ダイアログ ボッ クスで、 [ セッシ ョ ン ] タブ、 次に [SAP Inbound] を選択し

ます。

インバウンド
処理の表

次の表に、 Extension for SAP R/3 のインバウンド処理をま とめます。

段階 説明

1 前回のインバウンド  イベン トの処理で作成されたバッ クアップ 
ファ イル ( ファ イル拡張子 .BAK) を削除します。

2 .SAP から  .BAK に処理された最後のファ イルの名前を変更して、

新しいバッ クアップ ファ イルを作成します。

3 受信ファイルの名前を  .DAT から  .SAP に変更します。

メモ
この名前の変更は、 処理が .DAT 拡張子によって起動されるよ う
にセッ ト アップされているために必要にな り ます。 名前を変更す
るこ とで、 同じファ イルが繰り返し処理されるのを防ぐこ とがで
きます。

4 受信ファイルをイン ボッ クスに入れ、 GDW_Process_File コマンド

を使用した ト ランスレーシ ョ ンで検出されるよ うにします。

( 次のページへ続く )
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サンプル インバウンド処理のセッ トアップ Windows における SAP システムのセッ トアップの推奨事項B - 4
5 エクスポート を実行します。 この機能ではイン  ボッ クス内のファ

イルが検出され、 GDW_Export コマンドを使用して IDoc ファ イル 
( ファ イル拡張子 .INB) に ト ランスレーシ ョ ンされます。

6 ( オプシ ョ ン ) 後処理の機能を実行し、 インバウンド  IDoc の 
MANDT と  SNDPOR フ ィールドを更新します ( これらのフ ィール

ドをマップしない場合 )。 これらのフ ィールドはマルチポート処理

で必要になり ます。

メモ
このステップはマルチポート処理では必須ですが、 その他の場合
はオプシ ョ ンです。

7 ( オプシ ョ ン ) sapsplit.exe プログラムを実行します。 このプログラ

ムではインバウンド  IDoc が ト ランスレーシ ョ ン後に分割され、 複

数の SAP インスタンスがある環境で適切なルーティングができる

よ うにな り ます。 次の SAP EDI_DC フ ィールドおよびその組み合

わせに基づいて、 ルーティングを選択できます。

◗ sndprn
◗ rcvprn
◗ sndprt
◗ scvprt
◗ sndpor
◗ rcvpor
◗ doctyp
◗ mandt

◗ rcvprt、 rcvprn
◗ sndprt、 sndprt
◗ mandt、 sndpor
◗ mandt、 rcvpor

8 エクステンシ ョ ン (SAPINT.EXE) を呼び出して、 STARTRFC を実

行し、 IDoc ファ イルを  SAP に送信します。 STARTRFC では .INB 
ファ イルが削除されます。

参照
プロセス管理セッシ ョ ンのセッ ト アップの詳細については、
『Gentran:Server for Windows 管理 ガイ ド』 の付録 C を参照して く
ださい。

 ( 続き )
段階 説明
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サンプル アウトバウンド処理のセッ トアップ

アウトバウンド  
セッシ ョ ンの開始

アウ トバウンド  セッシ ョ ンをセッ ト アップするには、 [Gentran:Server プロセス

管理 ] ダイアログ ボッ クスで、 [ セッシ ョ ン ] タブ、 次に [SAP Outbound] を選

択します。

アウトバウンド
処理の表

次の表に、 Extension for SAP R/3 のアウ トバウンド処理をま とめます。

段階 説明

1 前回のアウ トバウンド  イベン トの処理で作成されたバッ クアップ 
ファ イル ( ファ イル拡張子 .BAK) を削除します。

2 .SAP から  .BAK に処理された最後のファイルの名前を変更して、

新しいバッ クアップ ファ イルを作成します。

3 送信ファイルの名前を .DAT から  .SAP に変更します。

メモ
この名前の変更は、 処理が .SAP 拡張子によって起動されるよ うに
セッ ト アップされているために必要にな り ます。 名前を変更する
こ とで、 同じファ イルが繰り返し処理されるのを防ぐこ とができ
ます。

4 エクステンシ ョ ン (SAPINT.EXE) を呼び出し、 アウ トバウンド  
IDoc ファ イル ( ファ イル拡張子 .SAP) を  EDI に ト ランスレーシ ョ

ンします。

5 GDW_Send_Receive コマンドを使用して、 アウ トバウンド  EDI イ
ンターチェンジをパッケージ化し、 送信します。
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サンプル更新処理のセッ トアップ

はじめに 更新モードでは、 Extension for SAP R/3 によって新しいステータス情報が追加さ

れ、 SAP に送信されます。

処理のセッ トアップ
方法

更新処理は、 月曜日から金曜日まで、 午前 7 時から午後 5 時までの毎時に実行さ

れるよ うにセッ ト アップされています。

更新 / 抽出

セッシ ョ ンの開始

更新セッシ ョ ンをセッ ト アップするには、 [Gentran:Server プロセス管理 ] ダイ

アログ ボッ クスで、 [ セッシ ョ ン ] タブ、 次に [SAP Update] を選択します。

更新処理の表 次の表に、 Extension for SAP R/3 の更新処理をま とめます。

段階 説明

1 SAPINT.EXE を呼び出し、 Exec_Program コマンドを使用して [SAP 
Status] データベース  テーブルを更新します。

2 SAPINT.EXE を呼び出して、 データベース  テーブル内のすべての

ステータスを抽出し、 Exec_Program コマンドを使用して SAP に送

信します。
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サンプル抽出処理のセッ トアップ

はじめに 抽出モードでは、 Extension for SAP R/3 によって新しいステータス情報が追加さ

れ、 SAP に送信されます。

処理のセッ トアップ
方法

抽出処理は、 月曜日から金曜日まで、 午前 7 時から午後 5 時までの毎時に実行さ

れるよ うにセッ ト アップされています。

抽出セッシ ョ ンの
開始

抽出セッシ ョ ンをセッ ト アップするには、 [Gentran:Server プロセス管理 ] ダイ

アログ ボッ クスで、 [ セッシ ョ ン ] タブ、 次に [SAP Extract] を選択します。

抽出処理の表 次の表に、 Extension for SAP R/3 の抽出処理をま とめます。

段階 説明

1 SAPINT.EXE を呼び出し、 Exec_Program コマンドを使用して [SAP 
Status] データベース  テーブルを更新します。

2 SAPINT.EXE を呼び出して、 データベース  テーブル内のすべての

ステータスを抽出し、 Exec_Program コマンドを使用して SAP に送

信します。
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Gentran:Server プロセス管理の記述

はじめに イベン トの リ ス ト を表示するには、 [Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ 
ボッ クスの [ イベン ト ] タブを選択します。

[ 説明 ] リ ス トには次のイベン ト  タイプが含まれています。

◗ インバウンド

◗ アウ トバウンド

◗ 更新

◗ 抽出

参照
イベン トの詳細については、 『Gentran:Server for Windows 管理 ガイ ド』 の付録 C 
を参照して ください。

メモ
これらのイベン ト を使用するには、 セッ ト アップする必要があ り ます。

処理のセッ トアップ
方法

インバウンド とアウ トバウンドの処理は、 処理するファ イルがある場合に実行
されるよ うにセッ ト アップされています。

更新 / 抽出処理は、 月曜日から金曜日まで、 午前 7 時から午後 5 時までの毎時に

実行されるよ うにセッ ト アップされています。

[ イベン ト ] タブの

サンプル

次の図は、 [Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスの [ イベン ト ] タ
ブのサンプルです。
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概要 UNIX ホスト  における SAP システムのセッ トアップの推奨事項C - 2
概要

はじめに この付録では、 UNIX ホス トで Extension for SAP R/3 を使用するユーザーのため

に、 セッ ト アップの例を紹介し、 インバウンド、 アウ トバウンド、 および更新 /
抽出のモードについて説明します。

参照
Windows で SAP を使用する場合は、 付録 B 「Windows における  SAP システムの
セッ ト アップの推奨事項」 を参照して ください。

サンプル セッショ ン Extension for SAP R/3 と と もにインス トールされ、 この付録で説明するサンプル 
セッシ ョ ンを  [ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスに表示するには、 自動処理
フォルダにコピーする必要があ り ます。

参照
プロセス管理の使用方法については、 『Gentran:Server ユーザー ガイ ド』 の 「プ
ロセス管理の使い方」 のセクシ ョ ンを参照して ください。
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UNIX ホスト  における SAP システムのセッ トアップの推奨事項 サンプル インバウンド処理のセッ トアップ C - 3
サンプル インバウンド処理のセッ トアップ

インバウンド  
セッシ ョ ンの開始

インバウンド  セッシ ョ ンをセッ ト アップするには、 [Gentran:Server プロセス管

理 ] ダイアログ ボッ クスで、 [ セッシ ョ ン ] タブ、 次に [SAP Inbound] を選択し

ます。

インバウンド
処理の表

次の表に、 Extension for SAP R/3 のインバウンド処理をま とめます。

段階 説明

1 前回のインバウンド  イベン トの処理で作成されたバッ クアップ 
ファ イル ( ファ イル拡張子 .BAK) を削除します。

2 .SAP から  .BAK に処理された最後のファ イルの名前を変更して、

新しいバッ クアップ ファ イルを作成します。

3 受信ファイルをイン ボッ クスに入れ、 GDW_Process_File コマンド

を使用した ト ランスレーシ ョ ンで使用できるよ うにします。

4 エクスポート を実行します。 この機能ではイン  ボッ クス内のファ

イルが検出され、 GDW_Export コマンドを使用して IDoc ファ イル 
( ファ イル拡張子 .INB) に ト ランスレーシ ョ ンされます。

( 次のページへ続く )
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サンプル インバウンド処理のセッ トアップ UNIX ホスト  における SAP システムのセッ トアップの推奨事項C - 4
5 ( オプシ ョ ン ) sapsplit.exe プログラムを実行します。 このプログラ

ムではインバウンド  IDoc が ト ランスレーシ ョ ン後に分割され、 複

数の SAP インスタンスがある環境で適切なルーティングができる

よ うにな り ます。 次の SAP EDI_DC フ ィールドおよびその組み合

わせに基づいて、 ルーティングを選択できます。

◗ sndprn
◗ rcvprn
◗ sndprt
◗ scvprt
◗ sndpor
◗ rcvpor
◗ doctyp
◗ mandt

◗ rcvprt、 rcvprn
◗ sndprt、 sndprt
◗ mandt、 sndpor
◗ mandt、 rcvpor

6 FTP によって .INB ファ イルがリモートの SAP ホス トに送信され

ます。

スク リプ ト  フ ァ イルの例

open <unix machine>
user <User ID> <Password>
cd /SAP/IDocS
send C:\GENSRVNT\IDocS\SAPIDoc.INB
close
quit

7 Extension for SAP R/3 (SAPINT.EXE) を呼び出して、 STARTRFC を
実行し、 IDoc ファ イルを SAP に送信します。 STARTRFC では 
.INB ファ イルが削除されます。

参照
プロセス管理セッシ ョ ンのセッ ト アップの詳細については、
『Gentran:Server for Windows 管理 ガイ ド』 の付録 C を参照して くだ
さい。

 ( 続き )
段階 説明
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UNIX ホスト  における SAP システムのセッ トアップの推奨事項 サンプル アウトバウンド処理のセッ トアップ C - 5
サンプル アウトバウンド処理のセッ トアップ

アウトバウンド  
セッシ ョ ンの開始

アウ トバウンド  セッシ ョ ンをセッ ト アップするには、 [Gentran:Server プロセス

管理 ] ダイアログ ボッ クスで、 [ セッシ ョ ン ] タブ、 次に [SAP Outbound] を選

択します。

アウトバウンド処理
の表

次の表に、 システムのアウ トバウンド処理をま とめます。

段階 説明

1 前回のアウ トバウンド  イベン トの処理で作成されたバッ クアップ 
ファ イル ( ファ イル拡張子 .BAK) を削除します。

2 .SAP から  .BAK に処理された最後のファイルの名前を変更して、

新しいバッ クアップ ファ イルを作成します。

3 送信ファ イルの名前を  .DAT から  .SAP に変更します。

メモ
この名前の変更は、 処理が .SAP 拡張子によって起動されるよ う
にセッ ト アップされているために必要になり ます。 名前を変更す
るこ とで、 同じファ イルが繰り返し処理されるのを防ぐこ とがで
きます。

4 Extension for SAP R/3 (SAPINT.EXE) を呼び出し、 アウ トバウンド  
IDoc ファ イル ( ファ イル拡張子 .SAP) を  EDI に ト ランスレーシ ョ

ンします。

5 GDW_Send_Receive コマンドを使用して、 アウ トバウンド  EDI イ
ンターチェンジをパッケージ化し、 送信します。
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サンプル更新処理のセッ トアップ

はじめに 更新モードでは、 Extension for SAP R/3 によって新しいステータス情報が追加さ

れ、 SAP に送信されます。

処理のセッ トアップ
方法

更新処理は、 月曜日から金曜日まで、 午前 7 時から午後 5 時までの毎時に実行さ

れるよ うにセッ ト アップされています。

更新セッシ ョ ンの
開始

更新セッシ ョ ンをセッ ト アップするには、 [Gentran:Server プロセス管理 ] ダイア

ログ ボッ クスで、 [ セッシ ョ ン ] タブ、 次に [Remote SAP Update] を選択します。

( 次のページへ続く )
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更新処理の表 次の表に、 Extension for SAP R/3 の更新処理をま とめます。

段階 説明

1 SAPINT.EXE を呼び出し、 Exec_Program コマンドを使用して 
[SAP Status] データベース  テーブルを更新します。

2 FTP スク リプ トの例

open <unix_machine>
user <user_ID> <password>
cd /SAP/STATUS
send C:\GENSRVNT\SAPSTAT\SAPSTAT.DAT
close
quit

メモ
2 番目の [Remote Command] フ ィールドには、 STARTRFC で使用
する リモートのパス とファ イル名が含まれています。

注意
ALE を使用する場合は、 [Remote Host] の構成は必要あ り ません。
[Remote Host] は STARTRFC を使用する場合にのみ構成します。

3 処理が完了する と、 ステータスのフラ ッ ト  ファ イルが削除され

ます。
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サンプル抽出処理のセッ トアップ

はじめに 抽出モードでは、 Extension for SAP R/3 によって新しいステータス情報が追加さ

れ、 SAP に送信されます。

処理のセッ トアップ
方法

抽出処理は、 月曜日から金曜日まで、 午前 7 時から午後 5 時までの毎時に実行さ

れるよ うにセッ ト アップされています。

抽出セッシ ョ ンの
開始

抽出セッシ ョ ンをセッ ト アップするには、 [Gentran:Server プロセス管理 ] ダイ

アログ ボッ クスで、 [ セッシ ョ ン ] タブ、 次に [Remote SAP Update & Extract] を
選択します。

( 次のページへ続く )
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UNIX ホスト  における SAP システムのセッ トアップの推奨事項 サンプル抽出処理のセッ トアップ C - 9
抽出処理の表 次の表に、 Extension for SAP R/3 の抽出処理をま とめます。

段階 説明

1 前回のステータス  ファ イルを削除します。

2 SAPINT.EXE を呼び出して、 データベース  テーブル内のすべての

ステータスを抽出し、 Exec_Program コマンドを使用して SAP に
送信します。

メモ

◗ Execute プログラムの条件と  Exec_Program コマンドの作業
ディ レク ト リ を指定する際には、 UNC ファ イル パスではな
く、 ローカル ド ラ イブのパスを指定して ください。

◗ 抽出関数でリモートの SAP ホス トに対してこのタスクを実行
するには、 ほかの構成情報が必要です。 必要な情報は [SAP 
Configuration] ダイアログ ボッ クスの [ システム ] タブにあ り
ます。 処理が完了する と、 STARTRFC プログラムによってス
テータスのフラ ッ ト  ファ イルが削除されます。

参照

◗ Exec_Program コマンドの使用方法については、 『ユーザー ガ
イ ド』 の 「プロセス管理の使い方」 のセクシ ョ ンを参照して
ください。

◗ 抽出モードでの処理の詳細については、 このマニュアルの第 
3 章にある 「Extract 関数」 のセクシ ョ ンを参照して ください。

3 SAPINT.EXE の Extract 関数を使用して、 自動的に STARTRFC を
実行します。 リモートの SAP ホス トに対してこのタスクを実行す

るには、 ほかの構成情報が必要です。 必要な情報は、 [SAP 
Configuration] ダイアログ ボッ クスの [RFC Parameters] タブから

アクセスできる、 [Advanced Multi-Port Features] ダイアログ ボッ

クスに含まれています。

ユーザーの操作
Windows NT のファイルを最初の [Remote Command] フ ィールドに
ある  SAP ホス トに送信するには、 [Remote SAP Host] チェッ ク
ボッ クスを選択して、 FTP の名前を入力します。

( 次のページへ続く )
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4 FTP スク リプ トの例

open <unix_machine>
user <user_ID> <password>
cd /SAP/STATUS
send C:\GENSRVNT\SAPSTAT\SAPSTAT.DAT
close
quit

メモ
2 番目の [Remote Command] フ ィールドには、 STARTRFC で使用
する リモートのパス とファ イル名が含まれています。

注意
ALE を使用する場合は、 [Remote Host] の構成は必要あ り ません。
[Remote Host] は STARTRFC を使用する場合にのみ構成します。

5 処理が完了する と、 ステータスのフラ ッ ト  ファ イルが削除され

ます。

 ( 続き )
段階 説明
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Gentran:Server プロセス管理

はじめに イベン トの リ ス ト を表示するには、 [Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ 
ボッ クスの [ イベン ト ] タブを選択します。

[ 説明 ] リ ス トには次のイベン ト  タイプが含まれています。

◗ インバウンド

◗ アウ トバウンド

◗ Update

◗ 抽出

参照
イベン トの詳細については、 『Gentran:Server for Windows 管理 ガイ ド』 の付録 C 
を参照して ください。

メモ
これらのイベン ト を使用するには、 セッ ト アップする必要があ り ます。

処理のセッ トアップ
方法

インバウンド とアウ トバウンドの処理は、 処理するファ イルがある場合に実行
されるよ うにセッ ト アップされています。

更新 / 抽出処理は、 月曜日から金曜日まで、 午前 7 時から午後 5 時までの毎時に

実行されるよ うにセッ ト アップされています。

[ イベン ト ] タブの

サンプル

次の図は、 [Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスの [ イベン ト ] タ
ブのサンプルです。
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付録

D

マルチポート処理

目次 ◗ 概要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2
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概要

はじめに Extension for SAP R/3 は、 RFC テーブルを介して、 マルチポートに対応してい

ます。

始める前に マルチポート処理を使用するには、 次のものが必要です。

◗ 一意のポート番号を使用した SAP のセッ ト アップ。

◗ 各ク ライアン ト / ポートに対し、 接続名が一意であるこ とを確認する。

◗ アウ トバウンドのステータス  メ ッセージが、 PORT 属性をもつ Extract モー
ドを使用するこ とが必要。

ディ レク ト リ名の
パラメータ

ディ レク ト リ名のパラ メータ  (c:\GENSRVNT\sapin など ) はポート ごとに異なる

必要があ り ます。 インバウンド処理では、 パス名が重要な値とな り ます。

アウトバウンド  
ステータス 
メ ッセージ

アウ トバウンドのステータス  メ ッセージを処理するには、 ク ラ イアン ト とポー

トが一意であるこ とが必要です。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



マルチポート処理 概要 D - 3
[Advanced Multi-
Port Features] 
ダイアログ ボックス

Extension for SAP R/3 は、 [SAP Configuration] ダイアログ ボッ クスの 
[Connection Parameters] タブからアクセスできる  [Advanced Multi-Port Features] 
ダイアログ ボッ クスを使用して、 マルチポート処理に対応するこ とができます。

次の図に、 [Advanced Multi-Port Features] ダイアログ ボッ クスを示します。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



概要 マルチポート処理D - 4
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



E - 1
付録

E

IDoc ユーティ リテ ィの使用

目次 ◗ 概要  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2
◗ IDoc ユーティ リ ティのインス トールと構成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4
◗ IDoc ユーティ リ ティの実行 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6
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概要 IDoc ユーティ リテ ィの使用E - 2
概要

はじめに IDoc ユーティ リ ティ とは、 プログラムのよ うに実行するこ とのできる、 SAP シ
ステム内のレポートです。 このユーティ リ ティでは、 gentran_ddf.dtd ファ イルの

バージ ョ ン 1.0 のルールに基づいて、 IDoc の構造が XML 形式に変換されます。

その後、 XML 形式 Gentran アプリ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン プログラムに

ロード して、 マップの片側が IDoc の部分を自動的に提供できます。 これによ り、

ユーザーがこの情報を手作業で再入力する必要がなくな り ます。

この機能の全体的な環境は次のよ うにな り ます。

レポート名 IDoc ユーティ リ ティには、 SAP リ リースの各種類に対して 1 つずつ、 2 つのバー

ジ ョ ンがあ り ます。 次の表は、 レポート と も呼ばれるこれらの 2 つのバージ ョ ン

を示しています。

( 次のページへ続く )

レポート名 実行対象

ZIDXML3X SAP Systems R/3 Rel.3.x.

ZIDXML4X SAP Systems R/3 Rel.4.0x と  4.5x
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IDoc ユーティ リテ ィの使用 概要 E - 3
SAP システムの

ヘルプ機能

IDoc ユーティ リ ティには、 次のオンライン  ヘルプが付属しています。

◗ レポートのマニュアルを表示するには、 [Help/Extended help] のメニュー パ
スに従います。

◗ [Selection] 画面では、 カーソルをフ ィールドに置き、 F1 キーを押すとフ ィー
ルドの説明が表示されます。

◗ [Selection] 画面の [Object name] ボッ クス と  [Local directory] ボッ クスでは、
ボッ クスの上にカーソルを置いて F4 キーを押すと、 選択可能なエン ト リの
リ ス トが表示されます。
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IDoc ユーティ リテ ィのインストールと構成 IDoc ユーティ リテ ィの使用E - 4
IDoc ユーティ リテ ィのインストールと構成

要件 IDoc ユーティ リ ティ をインス トールおよび実行するには、 次のものが必要です。

◗ SAP System R/3 リ リース  3.xx、 4.0x、 または 4.5x
◗ 適切なオペレーティング システム

参照
Gentran:Server で使用できるオペレーティング システムについては、
『インス トール準備 カード』 を参照して ください。

◗ ユーティ リ ティ  レポート を含むインポート した ト ランスポート

◗ 関連するク ライアン トのための SAP ユーザー タイプ 「dialog」。 このユー
ザーは、 少なく と もレポートの送信を承認する承認オブジェク ト  
S_PROGRAM を含むプロファ イルと、 IDoc ドキュ メン トの表示を承認する  
S_IDocDEFT をもつこ とが必要です。

IDoc ユーティ リ

テ ィのレポート名の
概要

Gentran:Server アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムへのインポー

トに必要な IDoc レイアウ ト を生成するためのファイルは、

¥GENSRVNT¥Extensions¥SAPxxxxxx¥XML iDoc Export¥Cofiles¥ ディ レク ト リ と  
¥GENSRVNT¥Extensions¥SAPxxxxxx¥XML iDoc Export¥Data¥ ディ レク ト リに

あ り ます。

ZIDXML4X:K900051.c22 と  R900051.c22 は SAP リ リース  4.x 用です。

ZIDXML3X:K900052.c22 と  R900052.c22 は SAP リ リース  3.x 用です。

上記のファ イルは、 「Transport Change Requests」 と呼ばれます。 これらのファ

イルの目的は、 ABAP/4 レポート  プログラムである  ZIDXML4X または 
ZIDXML3X を SAP システムにインポートするこ とにあ り ます。 ソース  コードは

インポート されますが、 プログラムをコンパイルする必要があ り ます。 ABAP/4 
コードをインポートするには、 tp とい う  SAP で提供されているユーティ リ ティ

を使用します。

参照
このユーティ リ ティ を、 特定の SAP のバージ ョ ンや構成で使用する方法につい
ては、 該当する  SAP のマニュアルを参照して ください。 または、 Basis のコンサ
ルタン トに相談して ください。

ABAP/4 コードをインポート したら、 オブジェク トに ABAP/4 プログラムのソー
スが含まれる場合、 ソースをコンパイルして、 SAP の内部から実行する必要が
あ り ます。

参照
この機能の詳細については、 システム管理者または開発者に問い合わせてくだ
さい。

( 次のページへ続く )
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処理の概要 次の表に、 IDoc ユーティ リ ティの使用手順をま とめます。

段階 説明

1 ト ランスポート  ファ イルから  ZIDXML3X レポート、 または 
ZIDXML4X レポート をインス トールします。 ( このステップを実

行するには、 SAP システムの管理者のサポートが必要です。 )

2 SAP ユーザーをセッ ト アップします。

参照
SAP ユーザーのセッ ト アップについては、 この ト ピッ クの 「要件」
のセクシ ョ ンを参照して ください。

3 SAP ク ラ イアン ト を使用してログオンします。

4 レポート を実行し、 XML ファ イルを作成します。

5 作成したファイルを  Gentran アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ

ン プログラムにロード します。
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IDoc ユーティ リテ ィの実行

手順 IDoc ユーティ リ ティ を実行するには、 次の手順に従います。

ファイル名 各 IDoc 構造には、 次の必須コンポーネン トが含まれています。

◗ Controlrecord (EDI_DC / EDI_DC40)
◗ Datarecord (EDI_DD / EDI_DD40)

◗ IDoctype ( 例 : ORDERS02)

実行が終了する と、 選択した IDoc のタイプが、 ローカル ワークステーシ ョ ンの

指定したディ レク ト リに転送されます。 既定のディ レク ト リは、 現在の SAP の
作業ディ レク ト リです。

( 次のページへ続く )

ステップ 説明

1 SAP システムで、 SAP ト ランザクシ ョ ン SA38 を使用して、 レ

ポートの 1 つ (ZIDXML3X または ZIDXML4X) を実行します。

メモ
この ト ランザクシ ョ ンへは、 [System/Services/Reporting] を選択す
るか、 画面のコマンド  フ ィールドに ト ランザクシ ョ ン  コード
「SA38」 を入力してアクセスするこ とができます。

2 画面にレポートの名前 (ZIDXML3X または ZIDXML4X) を入力し

て、 F8 を押します。

結果
プログラムの [Selection] 画面が表示されます。

3 すべての必須事項と、 該当するオプシ ョ ンの事項を入力します。

参照
この章の最後にある 「サンプル画面とエン ト リの説明」 のセク
シ ョ ンの該当する部分を参照して ください。

4 F8 を押してレポート を実行します。

メモ
バッ クグラウンド  モードでは必要なダウンロード機能を使用でき
ないため、 レポートはオンライン  モードで実行する必要があ り
ます。
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ファイル名 ( 続き ) IDoc を複数選択した場合、 各構造に対しファ イルが 1 つずつ生成されます。 生

成されるファ イル名は次のとおりです。

すべての転送が終了する と、 画面にリ ス トが表示されます。 この リ ス トでは、
処理が完了した構造と、 作成されたファイルとパス名に加え、 エラーが発生し
た場合には有用な情報が提供されます。

ZIDXML3X の
サンプル画面と
エン ト リの説明

次の図に、 ZIDXML3X レポートの [Selection] 画面を示します。

( 次のページへ続く )

ファイル名 説明

<IDoctype>_<release>.ddf リ リース  3.x のシステムにおける拡張ファイ

ル名です。

<IDoctype>.ddf リ リース  3.x システムにおける短いファ イル

名です。

<IDoctype>_<version>_<release>.ddf リ リース  4.x のシステムにおける拡張ファイ

ル名です。

<IDoctype>.ddf IDoctype の最初の 8 桁が一意の場合、 リ

リース  4.x システムにおける短いファイル名

です。

<IDoctype 1-5><nnn>.ddf IDoctype の最初の 8 桁が一意でない場合の、

リ リース  4.x システムにおける短いファ イル

名です。
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必須エン ト リ 次の表に、 必須エン ト リ をま とめます。

オプシ ョ ンの
エン ト リ

次の表に、 オプシ ョ ンのエン ト リ をま とめます。

( 次のページへ続く )

フ ィールド 説明

Object name 有効な SAP IDoc 構造の名前を入力します。

例
ORDERS02

[Basic IDoc type] と  [IDoc type] ( 基本の IDoc 
のタイプとユーザー エクステンシ ョ ン ) のオ

プシ ョ ンを使用して、 要求する構造のタイプ
を指定します。 複数を選択した り、 パターン
を使用するこ と もできます。

SAP Release 有効な SAP リ リースを入力します ( 例 :30A ま
たは 31I)。 これは、 要求された IDoc 構造がリ

リースされた SAP のリ リースを表します。

SAP の実際のシステム リ リースではあ り ま

せん。

Local directory ローカルのワークステーシ ョ ン、 またはネッ
ト ワーク上の有効なディ レク ト リ を入力し
ます。

既定のディ レク ト リは、 現在の SAP の作業

ディ レク ト リです。 F4 を使用してローカル 
ディ レク ト リ を選択した場合は、 表示される
サブ画面にファイル名を入力しないでくださ
い。 すべてのファ イル名はレポートによって
生成されます。

フ ィールド 説明

Extended filenames XML ファ イルの転送に拡張ファイル名を使用

する場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。

拡張ファイル名をサポートするオペレーティ
ング システムでは、 これが既定値です。

Short filenames XML ファ イルの転送に短いファイル名を使用

する場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。
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ZIDXML4X の
サンプル画面と
エン ト リの説明

次の図に、 ZIDXML4X レポートの [Selection] 画面を示します。

必須エン ト リ 次の表に、 必須エン ト リ をま とめます。

フ ィールド 説明

Object name 有効な SAP IDoc 構造の名前を入力します。

例
ORDERS02

[Basic IDoc type] と  [IDoc type] ( 基本の IDoc 
のタイプとユーザー エクステンシ ョ ン ) のオ

プシ ョ ンを使用して、 要求する構造のタイプ
を指定します。 複数を選択した り、 パターン
を使用するこ と もできます。

Version IDoc レコード  タイプのバージ ョ ン (1、 2、 3 
など ) を入力します。

( 次のページへ続く )
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オプシ ョ ンの
エン ト リ

次の表に、 オプシ ョ ンのエン ト リ をま とめます。

SAP Release 有効な SAP のリ リース  (31G または 40B など ) 
を入力します。 これは、 要求された IDoc 構造

がリ リースされた SAP のリ リースを表しま

す。 SAP の実際のシステム  リ リースではあ り

ません。

Local directory ローカルのワークステーシ ョ ン、 またはネッ
ト ワーク上の有効なディ レク ト リ を入力し
ます。

既定のディ レク ト リは、 現在の SAP の作業

ディ レク ト リです。 F4 を使用してローカル 
ディ レク ト リ を選択した場合は、 表示される
サブ画面にファイル名を入力しないでくださ
い。 すべてのファ イル名はレポートによって
生成されます。

フ ィールド 説明

フ ィールド 説明

Extended filenames XML ファ イルの転送に拡張ファイル名を使用

する場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。

拡張ファイル名をサポートするオペレーティ
ング システムでは、 これが既定値です。

Short filenames XML ファ イルの転送に短いファイル名を使用

する場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。
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